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仲
摩
吉
成
氏（
日
鉄
テ
ッ
ク
ス
エ
ン
ジ
大
分
工
場
） 第

１
回
Ｊ
Ｗ
Ｅ
Ｓ
マ
イ
ス
タ
ー
認
定

培
っ
た
技
を
惜
し
み
な
く

第

回
日
本
溶
接
協
会
賞
決
ま
る

功
労
賞
は
平
田
好
則
氏（
阪大
）

三
友
、競
技
会
上
位
目
指
す

神
奈
川
か
ら
講
師
招
き
講
習
会

ボ
イ
ラ
ー
溶
接
士
全
国
大
会
入
賞
者

優
勝
は
木
村
選
手
、東
北
発
電
２
連
覇

　●井出裕之氏（静岡県立沼津高等技術専門
　校指導課長）

様々な分野で広く用いられている炭酸ガス
だが、その需要の約半分を溶接向けが占めて
いる。炭酸ガス市場を見ると、原料ガスの不
足に端を発した需給バランスの維持が難しく
大変厳しい状況が慢性化している。石油化学
精製プラントの減産など炭酸ガス業界を取り
巻く環境は年々、厳しさを増している。これ
まで原料ガス供給拠点の減少は、関西地区を
中心に深刻な問題とされていたが、今夏には
北海道で唯一の原料ガス供給元である日本製
鉄室蘭製鉄所が年ぶりに改修が行われる。
原料ガス供給元プラントの減産や相次ぐプラ
ントトラブルが顕在化するなか、主要メーカ
ーに今後の市場見通しやユーザーに与える影
響について、また農業で使用する炭酸ガスを
特集する。

炭酸ガスの約半分は溶接で使われる

便物認可） ２０２０年（令和年）３月１７日 ⓒ産報出版株式会社 

全
国
溶
接

技
術
競
技
会

（
全
国
競
技

会
）
の
結
果

が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
２
年
ぶ
り
に

神
奈
川
県
の
、
５
年
ぶ

り
に
広
島
県
の
選
手
が

優
勝
。
７
年
連
続
で
優

勝
し
て
い
る
愛
知
県
に

ス
ト
ッ
プ
を
か
け
た
▼

優
勝
す
る
選
手
は
必

ず
、
何
ら
か
の
独
自
の

工
夫
を
し
て
い
る
。
あ

る
選
手
は
溶
接
機
の
基

盤
に
細
工
を
し
て
不
安

定
な
電
流
で
練
習
し
、

ま
た
、
別
の
選
手
は
道

具
に
こ
だ
わ
り
を
持
っ

て
い
た
。
中
で
も
大
き

な
感
銘
を
受
け
た
出
来

事
が
二
つ
あ
る
▼
一
つ

は
全
国
競
技
会
優
勝
と

い
う
実
績
が
評
価
さ

れ
、
他
県
に
指
導
に
行

っ
た
選
手
だ
。
そ
れ
だ

け
で
も
す
ご
い
が
、
指

導
の
内
容
も
良
か
っ

た
。
「
常
に
同
じ
溶
接

姿
勢
で
練
習
し
な
い
と

善
し
悪
し
が
わ
か
ら
な

い
」
と
、
受
講
者
を
し

っ
か
り
観
察
し
、
的
確

な
指
導
を
し
て
い
た
▼

も
う
一
つ
は
「
壮
行
会

の
席
上
で
他
の
選
手
に

聞
い
た
ポ
イ
ン
ト
が
優

勝
に
つ
な
が
っ
た
」
と

い
う
話
だ
。
全
国
競
技

会
の
ほ
ぼ
直
前
、
練
習

の
時
間
な
ど
ほ
と
ん
ど

な
い
中
で
も
わ
ず
か
な

ヒ
ン
ト
を
頼
り
に
テ
ク

ニ
ッ
ク
の
微
調
整
が
で

き
る
と
こ
ろ
に
プ
ロ
の

技
を
感
じ
た
▼
今
年
は

新
課
題
で
競
技
が
行
わ

れ
る
が
、
課
題
が
変
更

し
た
年
は
、
意
外
な
選

手
が
優
勝
す
る
こ
と
が

多
い
。
ど
ん
な
ド
ラ
マ

が
生
ま
れ
る
の
か
今
か

ら
楽
し
み
だ
（
Ｙ
）

日
本
溶
接
協
会
は
第

回
日
本
溶
接
協
会
賞
受
賞
者
を
決
定
し
た
。

平
田
好
則
氏
（
大
阪
大
学
特
任
教
授
＝
写
真
）
が
、
協
会
事
業
に
顕
著

な
功
労
の
あ
っ
た
者
に
授
与
す
る
功
労
賞
を
受
賞
し
た
。
協
会
事
業
の

振
興
・
発
展
に
主
導
的
な
立
場
で
貢
献
し
た
者
に
授
与
す
る
業
績
賞
は

小
原
昌
弘
（
愛
媛
大
学
教
授
）
篠
﨑
賢
二
（
呉
工
業
高
等
専
門
学
校
校

長
・
広
島
大
学
名
誉
教
授
）高
野
元
太（
三
陽
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
顧
問
）

谷
野
正
幸
（
日
酸
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
相
談
役
）
の
４
氏
を
選
ん
だ
。
表
彰

式
は
６
月

日
に
開
催
す
る
日
溶
協
通
常
総
会
で
行
う
。

槻舘講師（右から２人目）による溶接実技指導

「
な
に
よ
り
も
溶
接
が

好
き
に
な
る
こ
と
」

　
「
溶
接
一
筋
に
培
っ
た

技
術
・
技
能
を
後
進
に
伝

承
し
て
い
く
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
溶
接
と
は
ど
う
い

う
も
の
か
、
ど
う
す
れ
ば

健
全
な
金
属
を
作
り
出
す

こ
と
が
で
き
る
の
か
、
自

分
自
身
も
考
え
な
が
ら
教

え
て
い
き
た
い
」
と
語
る

の
は
２
０
１
９
年

月
、

日
本
溶
接
協
会
マ
イ
ス
タ

ー
（
Ｊ
Ｗ
Ｅ

Ｓ
マ
イ
ス
タ

ー
）
に
認
定

さ
れ
た
日
鉄

テ
ッ
ク
ス
エ

ン
ジ
大
分
工

場
（
大
分
県

大
分
市
）
係
長
の
仲
摩
吉

成
氏
。

　
社
内
の
溶
接
士
に
と
ど

ま
ら
ず
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
高
校
生
、
地
区
大
会

に
参
加
す
る
他
社
の
選
手

な
ど
垣
根
な
く
「
私
の
持

っ
て
い
る
も
の
す
べ
て
を

惜
し
み
な
く
提
供
し
た

い
」
と
話
す
。

　

年
、
日
本
溶
接
協
会

九
州
地
区
溶
接
技
術
検
定

委
員
会
の
「
九
州
溶
接
マ

イ
ス
タ
ー
」
を
大
分
県
第

一
号
と
し
て
受
賞
。

年

は
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
卓

越
し
た
技
能
者
（
現
代
の

名
工
）
に
選
出
、

年
に

は
黄
綬
褒
章
を
受
章
。

　

歳
で
太
平
工
業
（
現

日
鉄
テ
ッ
ク
ス
エ
ン
ジ
）

に
中
途
入
社
。
当
時
外
部

工
事
へ
の
進
出
を
目
指
し

て
立
ち
上
げ
た
溶
接
グ
ル

ー
プ
に
籍
を
置
く
こ
と
に

な
る
。
「
溶
接
は
未
経
験

で
あ
り
、
た
だ
敷
か
れ
た

レ
ー
ル
に
乗
っ
て
い
っ
た

印
象
。
グ
ル
ー
プ
に
は
溶

接
士
が
十
数
人
在
籍
し
て

い
た
も
の
の
、
残
っ
た
の

は
私
を
含
む
３
人
だ
け
だ

っ
た
」

　
「
溶
接
で
は
人
に
負
け

た
く
な
い
」
一
心
で
技
能

向
上
に
励
ん
だ
。
出
張
先

で
う
ま
い
溶
接
士
を
見
つ

け
る
と
、
頭
を
下
げ
て
教

え
を
求
め
た
。

　
「

歳
ま
で
は
溶
接
部

の
Ｒ
Ｔ
に
相
当
苦
労
し

た
。

歳
く
ら
い
か
ら
欠

陥
は
出
さ
な
い
と
い
う
自

負
心
が
芽
生
え
、
現
役
を

退
く

歳
ま
で
自
信
を
持

っ
て
溶
接
に
臨
ん
だ
」

　
ま
た
、

歳
か
ら

歳

ま
で
は
競
技
会
で
「
あ
が

り
症
」
に
苦
労
し
た
と
い

う
。
一
度
競
技
を
離
れ
、

緊
張
を
克
服
す
る
と
、
大

分
県
溶
接
技
術
競
技
会
で

は
２
回（
２
０
０
０
年
度
、


年
度
）
、
九
州
・
沖
縄

地
区
溶
接
技
術
競
技
会
で

は
１
回（

年
度
）優
勝
。

全
国
溶
接
技
術
競
技
会
で

は

年
度
、
優
秀
賞
（
６

位
入
賞
）
を
受
賞
し
た
。

種
目
は
い
ず
れ
も
半
自
動

溶
接
。

年
、
九
州
溶
接

マ
イ
ス
タ
ー
受
賞
を
機
に


歳
で
競
技
は
卒
業
し
、

後
進
の
指
導
に
専
念
し

た
。

　
社
内
で
は
日
本
溶
接
協

会
の
溶
接
技
能
者
評
価
試

験
の
受
験
種
目
、
各
種
競

技
会
課
題
、
裏
波
技
術
な

ど
を
教
え
る
。
「
道
具
を

大
切
に
使
う
こ
と
。
そ
し

て
溶
接
を
好
き
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
繰
り
返
し
説

く
。

　
指
導
者
不
足
が
深
刻
化

す
る
な
か
、
そ
の
熱
意
は

社
外
に
も
及
ぶ
。
「
私
が

上
司
に
掛
け
合
い
、
グ
ル

ー
プ
員
に
理
解
を
求
め

て
、

年
か
ら
毎
年
、
九

州
・
沖
縄
地
区
競
技
会
の

大
分
県
代
表
の
技
術
指
導

を
当
社
で
行
い
、
大
分
県

は
現
在
６
連
覇
を
継
続
中

で
あ
る
」

　
一
昔
前
の
、
見
て
覚
え

ろ


の
世
界
か
ら
、
今

は
溶
接
し
て
見
せ
て
、
や

ら
せ
て
覚
え
る
が
基
本
と

な
る
。

　
「
た
だ
、
今
も
昔
も
変

わ
ら
な
い
の
は
本
人
の
や

る
気
。
ど
ん
な
達
人
が
指

導
し
て
も
や
る
気
が
な
け

れ
ば
伝
わ
ら
な
い
。
そ
し

て
何
よ
り
も
溶
接
が
好
き

に
な
る
こ
と
。
時
が
経
つ

の
も
分
か
ら
な
い
く
ら
い

集
中
す
る
こ
と
で
、
自
身

の
溶
接
技
術
・
技
能
を
身

に
着
け
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
思
い
で
指
導
に
当
た

っ
て
い
る
」

ボ
イ
ラ
ー
・
ク
レ
ー
ン

安
全
協
会（
前
田
豊
会
長
）

は
こ
の
ほ
ど
、
第

回
ボ

イ
ラ
ー
溶
接
士
溶
接
技
能

競
技
全
国
大
会
の
競
技
結

果
を
発
表
し
た
。

全
国
各
地
か
ら
集
結
し

た
溶
接
士
の
頂
点
に
立
っ

た
の
は
木
村
凛
選
手
（
東

北
発
電
工
業
利
府
工
場
）、

昨
年
に
続
い
て
東
北
発
電

工
業
利
府
工
場
の
代
表
選

手
が
優
勝
し
た
。
２
位
に

は
及
川
光
寿
選
手
（
中
村

鐵
工
所
）
、
３
位
に
は
菊

池
悠
太
選
手
（
東
日
本
旅

客
鉄
道
東
京
総
合
車
両
セ

ン
タ
ー
）
が
そ
れ
ぞ
れ
受

賞
し
た
。

大
会
を
制
し
た
木
村
選

手
は
大
会
中
に
、
「
去
年

も
同
じ
企
業
の
選
手
が
優

勝
し
て
い
て
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
は
あ
る
が
、
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
て
優
勝
し
た

い
」
と
語
っ
て
い
た
が
、

見
事
に
重
圧
を
跳
ね
の
け

た
。表
彰
式
は
６
月

日
、

東
京
・
墨
田
区
の
東
武
ホ

テ
ル
レ
バ
ン
ト
東
京
で
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。

同
大
会
は
１
月

日
、

東
京
・
江
東
区
の
産
学
協

同
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
北
は
秋
田
か
ら
南
は

沖
縄
ま
で

人
の
選
手
が

参
加
し
た
。

競
技
課
題
は
交
流
ア
ー

ク
溶
接
（
下
向
Ｖ
形
突
合

せ
片
側
溶
接
）
の
裏
当
て

金
あ
り
と
裏
当
て
金
な
し

の
２
種
類
を
基
準
時
間


分（
最
長
制
限
時
間

分
）

で
行
わ
れ
た
。

入
賞
選
手
は
以
下
の
通

り
（
敬
略
称
）

▽
優
勝
＝
木
村
凛
▽
２

位
＝
及
川
光
寿
▽
３
位
＝

菊
池
悠
太
▽
４
位
＝
櫻
庭

清
大
（
東
光
鉄
工
）
▽
５

位
＝
鈴
木
真
澄
（
五
十
嵐

工
業
）

功
労
賞
の
平
田
氏
は
１

９
７
６
年
に
大
阪
大
学
大

学
院
工
学
研
究
科
溶
接
工

学
専
攻
修
士
課
程
を
修
了

後
日
立
造
船
に
入
社
。
そ

の
後
大
阪
大
学
助
手
、
同

助
教
授
を
経
て
２
０
０
４

年
に
教
授
に
就
任
。
定
年

退
職
後

年
に
名
誉
教

授
、
特
任
教
授
に
就
任
。


年
か
ら
は
同
大
学
国
際

共
創
大
学
院
超
域
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
博
士
課
程
プ
ロ

グ
ラ
ム
特
任
教
授
を
務
め

る
。研

究
活
動
で
は
パ
ル
ス

ア
ー
ク
溶
接
現
象
の
基
礎

的
研
究
を
は
じ
め
熱
加
工

プ
ロ
セ
ス
の
機
構
解
析
、

新
た
な
加
工
方
法
の
開
発

で
大
き
な
成
果
を
上
げ
た

ほ
か
、
溶
接
プ
ロ
セ
ス
の

モ
デ
リ
ン
グ
研
究
で
は
マ

グ
・
ミ
グ
溶
接
の
３
次
元

数
値
解
析
モ
デ
ル
を
開
発

し
今
後
の
デ
ジ
タ
ル
生
産

シ
ス
テ
ム
に
向
け
た
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
な
ど

の
発
展
に
貢
献
し
た
。

平
田
氏
は
溶
接
学
会
会

長
、
国
際
溶
接
学
会
（
Ｉ

Ｉ
Ｗ
）
の
理
事
、
委
員
長

な
ど
要
職
を
歴
任
。
最
近

で
は
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
・
Ｉ
Ｓ
Ｍ

Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
革
新

的
新
構
造
材
料
等
研
究
開

発
」
の
接
合
技
術
分
野
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
参
画
す
る
。

日
溶
協
事
業
で
は

年

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
理

事
を
務
め
る
ほ
か
、
特
許

委
員
会
や
国
際
活
動
委
員

会
、
関
西
地
区
溶
接
技
術

検
定
委
員
会
の
委
員
長
を

歴
任
。
日
本
溶
接
協
会
と

溶
接
学
会
の
連
携
強
化
を

目
的
と
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｗ
共
同

企
画
委
員
会
の
委
員
長
を

務
め
る
な
ど
、
溶
接
界
お

よ
び
産
業
界
に
大
き
な
貢

献
を
し
た
。

業
績
賞
の
小
原
氏
は
四

国
地
区
溶
接
技
術
検
定
委

員
会
幹
事
を
１
期
２
年
、

委
員
長
を
現
在
ま
で
３
期

６
年
に
わ
た
り
務
め
四
国

地
区
の
溶
接
技
術
の
普
及

に
貢
献
し
た
。
篠
﨑
氏
は

中
国
地
区
溶
接
技
術
検
定

員
会
副
委
員
長
を
２
期
４

年
、
委
員
長
を
現
在
ま
で

４
期
８
年
務
め
中
国
地
区

の
溶
接
技
術
の
普
及
に
貢

献
し
た
。

高
野
氏
は
溶
接
管
理
技

術
者
評
価
委
員
会
副
委
員

長
を
４
年
、
レ
ー
ザ
加
工

技
術
研
究
委
員
会
副
委
員

長
を
６
年
務
め
る
な
ど
、

多
く
の
部
会
、
委
員
会
に

参
画
し
た
。
谷
野
氏
は
ガ

ス
溶
断
部
会
部
会
長
を
４

期
７
年
、
ガ
ス
溶
断
器
認

定
委
員
会
副
委
員
長
を
３

期
５
年
務
め
、
溶
接
界
お

よ
び
ガ
ス
溶
断
業
界
の
発

展
に
貢
献
し
た
。

我
が
国
の
溶
接
業
界
の

発
展
に
貢
献
し
た
者
に
授

与
す
る
貢
献
賞
に
は
、
石

塚
俊
雄（
丸
和
工
業
会
長
）

岩
崎
章
夫
（
小
松
製
作
所

技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
河

合
武
洋（
河
合
鉄
工
社
長
）

近
藤
優
（
神
戸
製
鋼
所
）

龍
谷
一
彦
（
東
北
地
区
溶

接
技
術
検
定
委
員
会
副
委

員
長
・
元
雇
用
・
能
力
開

発
機
構
宮
城
セ
ン
タ
ー
）

原
沢
秀
明
（
日
本
溶
接
協

会
技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

樋
口
眞
一
（
元
日
立
製
作

所
）
安
田
功
一
（
Ｊ
Ｆ
Ｅ

テ
ク
ノ
リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ロ

ー
）
山
本
和
美
（
新
光
工

業
社
長
）
結
城
正
弘
（
Ｉ

Ｈ
Ｉ
も
の
づ
く
り
シ
ス
テ

ム
戦
略
本
部
本
部
長
補

佐
）
の
各
氏
を
選
ん
だ
。

技
術
賞
は
本
賞
１
件
４

人
、
開
発
奨
励
賞
１
件
５

人
、
注
目
発
明
賞
５
件


人
を
表
彰
す
る
。
功
績
賞

と
会
長
特
別
賞
は
該
当
者

な
し
（
貢
献
賞
各
氏
の
業

績
と
、
技
術
賞
、
溶
接
注

目
発
明
賞
の
審
査
結
果
は

次
号
に
掲
載
予
定
）

全
国
溶
接
技
術
競
技
会

の
強
豪
県
と
し
て
知
ら
れ

る
神
奈
川
県
。
同
競
技
会

の
種
目
が
現
行
の
種
目
に

な
っ
た
１
９
７
８
年
度
競

技
会
以
来

回
の
優
勝
を

数
え
、
広
島
と
並
ん
で
２

番
目
に
優
勝
回
数
の
多
い

県
（
ト
ッ
プ
は
愛
知
県
の


回
）
と
な
っ
て
い
る
。

３
月
２
日
に
発
表
と
な

っ
た
第

回
全
国
競
技
会

で
も
神
奈
川
県
代
表
選
手

が
被
覆
ア
ー
ク
溶
接
の
部

で
優
勝
し
た
。
そ
の
神
奈

川
県
の
全
国
競
技
会
に
お

け
る
活
躍
を
み
て
、
神
奈

川
式
の
溶
接
教
育
を
導
入

し
よ
う
と
す
る
動
き
も
で

て
き
た
。

建
築
鉄
骨
な
ど
を
手
掛

け
る
三
友
（
阿
左
見
卓
巳

社
長
）
は
３
月
２
・
３
日

の
両
日
、
神
奈
川
県
溶
接

協
会
か
ら
槻
舘
年
勝
氏
を

講
師
に
招
き
、
群
馬
県
の

沼
田
市
に
あ
る
同
社
本
社

工
場
で
溶
接
講
習
会
を
開

催
し
た
。

次
年
度
第

回
全
国
競

技
会
か
ら
採
用
さ
れ
る
新

課
題
の
攻
略
に
取
り
組

み
、
「
ま
ず
は
群
馬
県
溶

接
技
術
コ
ン
ク
ー
ル
上
位

入
賞
を
目
指
す
」
方
針
を

示
し
た
。

三
友
は
、
鉄
骨
製
作
工

場
認
定
制
度
Ｍ
グ
レ
ー
ド

を
取
得
す
る
建
築
鉄
骨
製

作
会
社
。
従
業
員
数
は
約


人
で
こ
の
う
ち
８
人
が

溶
接
を
担
当
す
る
。

同
社
で
は
、
社
員
の
技

能
レ
ベ
ル
向
上
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
Ａ
Ｗ
検
定
溶

接
資
格
を
は
じ
め
と
す
る

各
種
資
格
の
取
得
を
奨
励

し
て
い
る
ほ
か
、
全
国
競

技
会
の
群
馬
県
代
表
選
手

を
決
め
る
県
大
会
へ
も
積

極
的
に
参
加
す
る
こ
と
で

溶
接
士
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ア
ッ
プ
を
図
る
。
今
回

の
講
習
会
開
催
も
同
社
が

力
を
入
れ
る
技
能
向
上
へ

の
取
り
組
み
の
一
つ
と
な

る
。講

習
は
、
溶
接
の
基
本

的
な
動
作
や
知
識
を
再
確

認
す
る
こ
と
を
重
点
に
置

い
て
行
わ
れ
た
。初
日
は
、

Ａ
Ｗ
検
定
の
工
場
溶
接
資

格
試
験
の
中
で
も
難
し
い

と
さ
れ
る
エ
ン
ド
タ
ブ
溶

接
を
中
心
に
実
施
。

槻
舘
氏
が
実
演
を
交
え

な
が
ら
長
さ
６
０
０
×
幅

１
８
０
㍉
の
巨
大
な
邪
魔

板
が
あ
る
エ
ン
ド
タ
ブ
溶

接
の
Ｘ
線
検
査
で
き
ず
が

検
出
さ
れ
な
い
溶
接
法
を

レ
ク
チ
ャ
ー
し
た
。

講
習
を
受
け
た
溶
接
士

は
「
業
務
に
お
い
て
は
電

圧
を
下
げ
る
こ
と
で
溶
込

み
を
深
く
す
る
方
法
が
一

般
的
だ
が
、
Ａ
Ｗ
検
定
の

溶
接
で
き
ず
を
出
さ
な
い

た
め
に
は
電
圧
を
上
げ

て
、
溶
融
池
を
大
き
く
す

る
こ
と
が
鍵
だ
と
い
う
こ

と
が
講
習
で
理
解
で
き

た
」
と
手
ご
た
え
を
語
っ

た
。

Ａ
Ｗ
検
定
を
受
験
し
な

い
溶
接
士
も
将
来
的
な
取

得
を
目
指
し
て
、
検
定
課

題
の
エ
ン
ド
タ
ブ
溶
接
に

挑
戦
。
「
や
は
り
、
大
き

な
邪
魔
板
が
あ
る
中
で
溶

接
す
る
の
は
難
し
い
。
ア

ー
ク
の
長
さ
や
ト
ー
チ
の

角
度
や
姿
勢
な
ど
基
礎
的

な
部
分
か
ら
指
導
を
し
て

も
ら
っ
て
参
考
に
な
っ

た
。
い
ず
れ
は
Ａ
Ｗ
検
定

に
も
挑
戦
し
た
い
」

２
日
目
は
、
全
国
競
技

会
新
課
題
の
攻
略
方
法
を

中
心
に
講
習
が
行
わ
れ

た
。同

社
の
溶
接
士
は
、
全

国
競
技
会
の
群
馬
県
代
表

の
座
を
競
う
県
コ
ン
ク
ー

ル
で
炭
酸
ガ
ス
溶
接
部
門

に
出
場
を
予
定
し
て
い

る
。
今
回
、
新
た
に
採
用

さ
れ
た
新
課
題
で
は
、
こ

れ
ま
で
中
板
の
課
題
だ
け

に
設
け
ら
れ
て
い
た
邪
魔

板
が
薄
板
の
課
題
に
も
設

け
ら
れ
た
ほ
か
、
中
板
に

お
い
て
も
邪
魔
板
の
位
置

が
変
わ
る
な
ど
の
変
更
点

が
加
え
ら
れ
た
。

講
習
に
参
加
し
た
受
講

者
の
多
く
は
「
邪
魔
板
に

よ
る
中
断
後
の
継
目
を
ど

れ
だ
け
う
ま
く
継
ぐ
か
」

な
ど
と
苦
労
し
、
槻
舘
講

師
に
指
導
を
仰
ぐ
姿
が
目

立
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
槻
舘
氏

は
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り

の
質
問
に
応
じ
る
と
と
も

に
「
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
一

斉
に
大
人
数
が
溶
接
す
る

の
で
電
流
電
圧
が
弱
く
な

る
傾
向
が
あ
る
。
そ
れ
ら

の
ポ
イ
ン
ト
を
把
握
し
た

上
で
普
段
か
ら
繰
り
返
し

練
習
す
る
こ
と
が
大
事
」

と
競
技
会
な
ら
で
は
の
特

徴
を
説
明
す
る
と
と
も

に
、
反
復
練
習
の
重
要
性

を
強
調
し
た
（
２
面
に
関

連
記
事
）


